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　C－39 モアレ殲r. Jrる衣服ゆい) lの廊定　オz報

　　　　希求ふ尊家短大　0加泰美紀孝|日報べ子　金集厦子　南0朋子

　　　　　　　　　　　　　国中差一

　i 的　前報において　当所宛'S.が大日本スクリーンの協力を得べ開発した　ガラス・入

クリーンのモアレ鵜撮影蔵f を用い　非M用時並tA"･にゆビ')量●異なるs種類の衣服を羞

用した時の　静止時並乙々ヽに動非時・モアレ撮影を行い　撮影によ7て得た／2 葉りモアレ

の形状ヵ､ら　ゆとり量。あ') 方について報暑したが、塵回はこれら七アレの形状を禰形処

理方城にJt ')解訥し　ゆビり・による衣服の闇隙'tと同時に動非適冶ヽ度ビの関連につい

ぺ浹討を加んた。

　方法　被験者い-i　標津的寸法,りモ-r" ;レを選んに衣限のゆとりt Kしべば　腕の動脈

に影耀1 るt:だヽわれる背中と湘付吏')I乱ぼり　ゆピり量・ないものヒそれらの組唇ザ・
5-雅類，衣服を晋製した。旅影はこれらを^痢I た時めi-屋状務,における静止時と動作妁

・)割／乙･藁とべ。基凛となる瀕体時。冊／X 豪行-,紅裏験衣に用いた布柁は　モアレ脇

のAも出や寸い白n,で孝ユゲラ／タc ･/.・綾織を用いた。

　結莱　動旅々ヽら見た場冶ヽ当然情巾■ 袖刈廻り共て少ビ')・<7> 多い方が　遅動量も今い

が　背中し紬付晃りでｄ　前挙■ 横挙で/^背巾・影－がやっく　後手In おいべは'両者の貳

は余りみられなz,ヽつr-　え-£アレ弟ヵヽう見た爵はゆビリ量・少ない程　衣服の闇隙が少な

く，特辰最も少ない衣服着用時の上肢上争でti　ゆるみ■tの今い衣服に比漸して　衣服の

つつあが')臭冶ヽが開陳状態からiく銑みどれた。

　C－40　　　　　和阻桁寸活設足に関る同哭（'^ I報）

　　　　　　　　　　　　--ﾓEアレ洒によ心よ手締之位の荊衣把握一

　　　　札iL女短尺尿政　　岩谷恭子　　ｏ練餌雅子　　看曰視子　　関山和良

　曰的　平面構成ごあふ和服・着翼状制こお｀いてφ鵬的に出sてくる余剰分はソエ的に杵

り工みじわとして即｡理でれ。更に陶本郷の間裡として現われてくる。この卿衆ほ停型

その他の楠奪因にょべ、量kit.置に安化があろb考えらμろが、印でヽも烏斥巻体。形態

によバ天定:r れる場合が多い。今回は上手穿・阻却・奢部定位に恥ヽて保角これら間隙量

の普遍的数-t i求めゐごとを曰台牡し、桁て温設定の基硬肴料どしにい。

　方洒咽部り^^降に差鴛・あ心袖験毛2もを選び島雅実験りテ．rこ｡.#十測は　嶼時に三

が元白男£握のて'■?るモアレトポデラフィ済乙用い　人体ヒ着叢状態各マ前後二方向幻ヽら撮

影しμ。この写貝fﾌヽら定ｲ釦こか丁石鎚・横断面固£作吹レ^れ貳ｲ本と着装状杷と・基を

坦軟ｷね寸しに。

　拓果

１　離体部と接触抑についての将徴S: 見い裁可こヒがで｀芒f'

２　体型の遣いによる齢状働己を把糧す石こヒがで｀?r-。

゛一桁て池に匹ヽて眼抑ぷ､り肴部からの影m太どあ＆と認められμ。




